
𝐷𝑀 𝑥, 𝑦 = 𝑥 − 𝜇𝑥, 𝑦 − 𝜇𝑦
𝑇

Σ−1 𝑥 − 𝜇𝑥 , 𝑦 − 𝜇𝑦  

マハラノビス距離の一般式 
𝜇𝑥及び𝜇𝑦 ：平均値 

𝑥 − 𝜇𝑥, 𝑦 − 𝜇𝑦
𝑇
： 𝑥 − 𝜇𝑥, 𝑦 − 𝜇𝑦 の転置行列 

Σ−1 ∶共分散行列の逆行列 

～
 

数学 理科 

①pythonで処理する準備として 
 左記Excelファイルを 
 名前を付けて保存 
 CSV(コンマ区切り）（*.CSV） 
 
 今回、MT_data.csvで保存 

マハラノビス距離をpythonを用いて計算 

外れ値 



←今回pamdasで読み込む 
←1行目をヘッダーとする→ 

M 

S 

↑散布図 
   ↓ 

逆行列 

共分散行列 



Ｎｕｍｐｙをそのまま用いた場合 

Sciｐｙにあるdistance.mahalanobisを用いた場合 

nｐ．dｏｔ(a,b,axis=1)   ←ﾍﾞｸﾄﾙaとbの内積  axis=1は列 

𝐷𝑀 𝑥, 𝑦 = 𝑥 − 𝜇𝑥, 𝑦 − 𝜇𝑦
𝑇

Σ−1 𝑥 − 𝜇𝑥, 𝑦 − 𝜇𝑦  

pandasの配列を
numpy配列に変換 
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